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第 1章緒 冨
電子顕微鏡の応用により，細胞形質の超微細構造
については各種の材料K就て研究されつ〉ある。し
かしながら唾液腺細胞に関する電子顕微鏡的研究
は，や〉古く Bernhard等(1952)の観察と，小野
江等 (1957)の耳下腺K於ける研究以外には僅かの
断片的な報告， (市 JIと入江， (1957)，Pease (1956)) 
があるに過ぎない。従って唾液腺，特K顎下腺の分
泌機能と超微細構造との関係は研究の余地を残せる
分野である。
他方，森田 (1931，1958)，森田，佐々と小木曾 
(1954)，黒住 (1954，1957)等によって研究された
細胞形質内の微細頼粒，即ち Mikrosom.enが顎下
腺細胞K多量K認められる点，更らにとのものと 
Ergastoplasm.aとの関係，進んで乙れ等の構造と
当該腺細胞の分~必機能との関係等は余の最も興味を
感じた課題であった。乙〉に於て余は材料を海狽顎 
下腺にとり，正常状態はもとより，各種の実験的橡 
作即ち飢餓，アドレナリン，ピロカルピン，アトロ
ピン等の薬物刺激を加え， 腺細胞の Mikrosomen
Ergastoplasm.a， Mitochondria等の細胞形質内 
微細構造の変化を追求して正常状態と比較し，分泌
現象の本態の解明lζ対して些かの寄与する所あらし
めんことを期した次第である。
第2章材料及び方法
成熟海摂をクロロホルムを以て麻酔死 lζ 至らし
め，或いは心臓K空気を注入栓塞死lと至らしめて，
即時顎下腺を摘出， 直ちに細切， 1% 0804溶液Iζ
次
第5章文 献
第6章附図解説
第7章附 図
て4時間間定，型の如くメタアクリル樹脂K包埋
し，之を超薄切片となし，電子顕微鏡にて検鏡し
?こ。
他面積々なる実験を行ったが，先ず飢餓K陥らし
めた。即ち 4~7 日間完全絶食を行い上記方法を以
て検鏡した。
叉アトロピン実験の場合は 0.05%硫酸アトロピ
ン溶液0.4ccを皮下注射し， 30分後K向上方法を以
て試料とした。
次にアドレナリン実験の場合は 0.1%塩酸エピレ
ナミン(安定剤として重亜硫酸ナトリウム 0.08Wj 
V%含有) 0.3 cc皮下注射し 30分後K同上方法を 
以て試料を作成した。
ピロカルピン刺激の場合は 1%塩酸ピロカJレピン
0.4ccを皮下注射し， 30分後民向上方法を以て試料 
を作成した。
固定法は専ら 1%OS04単液を用いたが，叉 Sjo-
val1法K従い同氏液固定4時間， 水洗 12時間後 1
% OS04溶液浸7日後，脱水包埋切片作製検鏡し
た。
叉 Schutz氏液7時間固定， 水洗 18時間後 1% 
OS04溶液 10日間後処置の後，脱水包埋切片作製検
鏡した。
第三K Formalin Osmium.7時間固定後，水洗 
24時間， 1% OS04 8日間後処置の後，水洗脱水包
埋切片製作検鏡した。
而も上記電子顕微鏡標本の他，光顕標本を作製し
て，比較検討K供した。固定以前の処置は電顕の
場合と大率同様である。主なる固定液は， Ciaccio， 
Sjovall，Schutz，Lunaを用い，パラフィン包埋，
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約 5μ の厚さの連続切片を作製し，染色液は Heid-
enhain氏鉄明饗へマトキシリン法に依った。
第3章所見及び考察 
  
Mikrosomen 

海摂顎下腺竣液細胞の細胞形質を電子顕微鏡下に
て観察するに，極めて多数の微細頼粒の存在するを
認む (Fig1)。その排列状態は或は散在し，或は集
合して塊状を作り，或は念珠状l乙連なる事を認め
る，斯の如き微細頼粒の中，大なるものは光学顕微
鏡の分解能の範囲内lとありて認知し得べきものあ
り。されど小なるものに至つてはその分解能の外に
ありて，電子顕微鏡lζ依りて始めて検出可能の範囲 
K属する。
森田 (1931)は猫の精細胞に於て既に光学顕微鏡
lとより Mikrosomen及び Mikrosomen連絡糸に
就て記載している。
森田 (1931)其の他によると Mikrosomenは銀
に，鍍銀せられる性質を有し，又オスミウム酸に黒
染せられ，自己の周囲l乙種々芯る物質を好んで吸着
保持する性質を有することが考えられている。即ち
Mikrosomenは細胞形質内に於て各種物質の生成，
機能に重大なる意義を有するものならん事を暗示し
たのである。
余が電子顕微鏡花よって観察し得た細胞形質内の
微細頼粒は，森田(1931)の MikrosomenK一部
分一致するものなることは，その細胞内K於ける位
置，排列の状態等により考えて明らかな所である。
他方， Claude (1943)は分劃遠心法を利用して細
胞形質 K由来する径 50~200mμ の微細頼粒を検出
して之を Mikrosomenと唱えている。最近 Palade 
(1955)は電子顕微鏡花より，細胞形質内応分散し，
或は彼の所謂 endoplasmicreticulum ![附着す 
る微細頼粒を smallparticule com.ponentと呼
びp 次いで Palade，Sikevitz (1956)は，乙れが
RNAを含有するものであるとしている。
余の観察所見lζ依れば，海摂顎下腺細胞形質内![ 
認められる微細頼粒は，大きさ，形態将叉排列状態
等に於て，極めて広範囲の変異を有するものにし
て，小なるは数 mμ より，大なるは 100mμK及ぶ 
ものあり，而して之を大別するに 2型あり。即ち小
なる Mikrosomenは数 mμ を出ずして，電子密度
の極めて高度なる頼粒である (Fig.2，3)。
乙の第一種類の頼粒は，森田 (1958)の C-Mikr-
osomenと名付けたるものに一致するものである。 
之I托ζ対して第二種類iに乙属する大型の 
enは明るく，電子密度は前者に比して著しく低い
が，大いきは大型にして数十 mμ のもの多く，乙れ
は森田 (ο19何58め)が S
のl と本教室の黒住に乙比敵するものと思われる。先l
(1957)はワニ卵細胞に於て Mikrosomenを2型
民分類して，小lとして電子密度高度なるものを so咽 
lid microsomeと呼称し，大にして電子密度低き
ものを vesicularmicroscme と呼んだが，之等は
我々の C-Mikrosomenと S-MikrosomenK夫
々類似するものであろうかと思考される。
但し彼は so1id microsomeが肥大成長しで
vesicular microsome K変ずると考え，且っその 
移行像を認めると謂うが，余の観察する所l乙依れば
両者の移行型と断ずべき像は極めて少しこの両種 
の Mikrosomenは自ら稽異った種類に属するも
のであると思考せられる。
但し上記両種の Mikrosomenは大さは異なるけ
れども，共に甚だ近似せる性質を示すのが発見され
共に Mikrosomenなる名称の下l乙論ずべき頼粒に
属すると考えられる。 
両者は共に単独遊離して存在するものであるが他
方塊状K集合して存在する事もある (Fig.1，2，3， 
4)。
是等 Mikrosom.en頼粒は紐状物質によって連
ねられー列に念珠状糸状体を形成して存在するのが
常態であると思われる (Fig.3)。
即ちこ'>!乙特筆すべきは Mikrosomenは必ずそ
の周囲に電子密度や〉高き，不整形の物質を伴いて
存在すると云うことである (Fig.3，4)。ζの物質
は森田て1958)によって A-物質と名付けられたも
のであるが， Mikrosomen頼粒の周辺に存在する 
A-物質の量は種々であって， 比較的僅少の場合も
あるが，之に反して多量なる事あり， Mikrosomen 
が集塊を形成する場合花見られる。或は念珠状糸の 
形態を形成する時は，頼粒を連絡する紐状物は乙の
A-物質に他ならないものである。
細胞の機能状態，成長に伴い， Mikrosomenは
増加し又は減少すると考えられ右。その増加現象は
Mikrosomenの分裂によって行われるとともある
が，叉 A-物質内に自生し来るものと考えられる。
即ち Mikrosomen rc.は分裂増加成長の能力がある
のである。
Ergastoplasma 
各種腺細胞，特に疑液腺 lこ於ては細胞形質内lζ 
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Heidenhain鉄へマトキシリン染色等によって濃染 
する物質の存在することが古くより知られている。
この物質は Garnier (1897，1899)に依って Erga-
stoplasma と名付けられて以来，幾多の研究者に
より研究されて来た。 
Garnier (1897，1899) - 1)各種の腺細胞は基
民部K於て例外なく線維状乃至棒状体がある。 
2) 線維状乃至樗状体は原形質と分離しているの
ではなく，その一部であり，之と直接連絡してい
る。
3) 線維状乃至樗状体は塩基性色素(サフラニ 
ン，ゲンチアナ紫， トルイジン青)に染まるのが特 
徴で，その「被染色性Jの程度は分泌作用の各時期 
に依って異る。 
4) 線維状乃至揮状体は不変のものでなく細胞が
酵素原頼粒の分泌を完了して新しい分泌を準備する
時期比増加し，分泌頼粒が増加すると線維状体は消
失する。 
5) 線維状体は核の附近にありて全部又は一部分
の核をとり囲んでいる。 
1) There exists without exception in the 
basal region of the cel1s studied (different 
types of glandular cel1s) a portion of cytopl-
asm which appears to consist of“自laments" 
or “rod" 
2) The五lamentor rod are not separate 
inclusions but are part of the cytoplasm and 
are in direct continuity with it. 
3) The basal bilaments or rod are chara-
cterristically stained by basic dyes (safranin， 
gentian violet，toludine blue)，and the inten-
sity of this “Chromaticity" depends on the 
secretory stage. 
4) The filament appear much more nume-
rous when the cell，hauing excreted the zym・ 
ogen granules，prepares to secrete anew. Wh-
en the secretory granules become conspicuo・ 
us，the filaments disappear pr句 ressively. 
5) The :filaments are in c10se topographical 
relationship with the nuc1eus，forming lateral 
masses on its sides，encircling in totally or 
partically. 
電子顕微鏡の出現によって細胞学の知識は飛躍的
花進展しつつあるが，腺細胞形質内に存在し， RNA 
を含むと考えられる物体，即ち Garnierの Erga-
stoplasma R類似する構造は種々の形態をもって，
電子顕微鏡像K出現する。即ち， Da1ton等 (1950)
はネズミの肝細胞に於て，線維状の構造を発見し
た。彼等はこれを finefibrous or menbranous 
componentと呼んだ。 
Bernhard等(1951)はネズミの肝臓，障臓，耳
下腺lζ於て「極めて特殊な小線維状組織J (very 
particlllar fibrillary structures)なるものを記
載している。
次いで Dalton (1951) は胃腺主細胞と牒腺細胞 
K於て， 乙の構造を lamclIae と呼び原形質の
RNA貯蔵部位であろうと示唆した。
Dalton (1951); tho cytoplasm of the exos-
rine cell of thc pancreas and basal cytoplasm 
of the body chief (peptic) cells of the stmach 
has been found to contain numerous lamellae 
which tend to be arranged in cop.centric plate 
around the nuc1eus. Reasons have been given 
for considering the possibi1ity that these 
lamellae consist at least in part of cytoplas司 
mic ribose nuc1eic acid. 
Wdss (1953)はζの物質を嚢状の物体であると
考えて ergastoplasmicsacと唱え， 
Weiss (1953): The fine stricture of the 
ergastoplasm of the pancreatic exocrine cell 
of Swiss 、albinomice has been studied with 
tho electron microscope. Itwas found that 
this matarial consis of sac-liko structures， 
whichmay bc called ergastoplasmic sac.. 
palade，Portε・r等(1955)は endoplasmicre-
ticulumと称している。 
Bradfield (1953)はコスリカの幼虫の唾液腺で，
この物質を細管と呼んだ。 
ζれらの諸説の聞には夫々多少の意見の相違がみ
られ，必ずしも同ーの物質を説明しているとは言え
ないが，概ね，同様の構造物を異った見解で観察し
て，異った名称を与えているのではなし、かと余は思
考する。
かくの如き諸学者の命名lと差異あるは， Ergasto-
plasmaの基本的形態花関し少なからず見解の相異
を有する為と思われる。即ち例えば Wdss (1953) 
は嚢状の構造であると考えるのK対し， Sjostrand 
等 (1954)はとれが二重膜であって， 2枚の膜の開
隙が開離せるは人工産物ならんとしているが如きで
ある。
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とれに対して余の見解K於ては， Ergastoplasma 
は電子密度の高い膜様物が，明るい内陸を包んで嚢
状をなすものである (Fig.3，4)。
嚢は極めて小なることあり，甚だしく大型となる 
ζとあり，規則正しき円形の断面を呈する場合と，
不規則形をなす場合， (Fig. 8) 或は細長く多数並
列して lamellae様をなす場合， (Fig. 2，11，12) 
等種々認められる。か〉る膜状物の外面に多くの場
合，多数の微細頼粒が露出して認められ，一見粗槌
の感をなすを以て， Palade (1955) tとより rough 
surfaced variety of endoplasmic reticulumと呼
ばれたものに比敵する。 Paladuをはじめ前述せる
多数の学者は Ergastoplasma(Endoplasmic ret司 
iculum)は膜と頼粒とから成り，両者を別個の物体
と考え，頼粒が二次的l乙膜の表面l乙附着したるもの
と見倣している。 Bernhard と Rouiller(1956) 
は肝細胞に対し，飢餓，四塩化炭素中毒，切除等の
傷害を加え， Ergastoplasmaを消失或は退縮せし
めた後，この構造の快復再成する過程を追求した。
Ergastoplasmaはまず膜の部分のみが再生し， 次 
で頼粒は核内部より核小体を構成する頼粒が遊出し
て二次的に膜lζ附着すると考えている。しかしなが
ら余の見解を以てすれば， Ergastoplasmaの膜様
物は，本来その内部R.Mikrosomen (特に C・Mi-
krosom.enを多しとす)を含有する A-物質の膜状
集積と考えられ， (Fig. 2，3) かくの如き膜の存在
K関しては，既に森田 (1958) I'Cより詳細に論ぜら 
れ， Am-膜と呼称されている。即ち Ergastoplas・ 
maは Am-膜の嚢であると考えられる。 ζ れは
Mitochondriaの限界膜，核膜等皆同様なるもので
ある。
Am網膜の基本的要素は， Mikrosomenと A-物
質なりとす。而してこの両者は単独に遊離して存在
するものに非ず，常に相伴って存在するものであ 
る。 Mikrosomenと A-物質が Am.-膜を形成す の膜間隙の液体の貯溜甚しき時oplasm.a1:Ergas 
る場合l乙は， Mikrosomenが膜状の A-物質内に
包埋せられて，膜の表面に露出しない場合と， C・ 
Mikrosom.enが膜の表面lとや〉露出せるものとあ
払 (Fig.4) 両者の開花は移行が存在すると思わ
れる。 Sjostrand(1956)の α-Cgtomellbraneな
るものは膜の表面に頼粒の露出したる例であって， 
Palade (1955)の roughsurfaced endoplasmic 
reticulumも亦，之に類するものである。 S-Mikr-
osomenは細胞形質内K遊離して存在するもの多
く， Ergastoplasmaの Am-膜I乙包含せられて存
するものは殆んど認められない。 
Ergastoplasma の Am~ 膜 lζ c..Mikrosomen 
の多数に含まるる場合， Mikrosomenの露出して
認められるのは嚢状の Ergastoplasmaの外面が多
い (Fig.5，8，9)。
余はかくの如く Ergastoplasmaが森田(1958)
の Mikrosomen及び乙れに附随する A-物質に由
来して発現し来るものなりと信ずるものであるが，
従来電子顕微鏡花より Ergastoplasmaの由来を論
じたる諸学者は核 (DcRobertis， (1 954); Pollis同 
tι.:r等， 1954; Andersonと Beam.s1956; Bern-
hardと Roui1ler，1956; Oberlingと Roui1er， 
1956; Fawcett，(1955)。核膜 (Watson，1955; 
Palade，1956;渡辺， 1957)0 Mitochondria (Be-
rnhard等， 1952; Fawcett， 1955 : Bernhard 
Roui1ler，195'6)並びに細胞形質膜 (Palade，1955 : 
Bennett，1956)がErgastoplasma(Endoplasmic 
reticulum)の生成比深い関係を有するという。 
ζれら先人の諸説を通覧する陀，大部分の学者は 
Ergastoplasmaの膜と頼粒は別個の起源を有する
と考え，膜は核膜の膨出，或は形質膜の陥入によ
り，或は叉 Mitochondriaと密接して発生し，頼
粒は核小体lζ由来して核膜を通過して細胞に移行す
ると説く (BernhardとRoui1ler，1956; Bennett， 
1956; Palade，1956; Porter; 1955等参照)。之に
反して， Kurosumi， Yam.ag匂hi と Nagakawa. 
(1958)は，彼の所謂 80lidmicrosomeより ves・
icular microsomeを生じ， 後者の膨大或は癒合 
により Endoplasmicreticulumを成すと唱えた。 
黒住等は Ergastoplasmaの発生について A-物質
の存在を重視せず，Mikrosomenの膨大のみを主張 
するが，余の観察K於ては Mikrosomenと A-物
質は常K密接なる関係にあり，特に Ergastoplas-
maの基本的構造をなすものなることを発見した。
は胞状をなす内陸は著しく膨大し，二枚の対をなす
Ergastoplasmaの構成単位膜の外側にある細胞形 
質は圧迫せられて扇平狭少となり，や〉電子密度高
く甑めて狭い間隙となりて存在するに至る。 ζの像
は一見して Ergastoplasmaが網の自の状態lζ 吻
合せし如〈に認められる (Fig.5)0 しかし網目状
に吻合するは Ergastoplasm.a胞状体の外部の細
胞形質にしで， Ergastoplasmaの内陸は吻合を起
して，網の目状を呈する様な像は見られない。
膨大した胞状体の内部は，即ち分泌液の貯溜する
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箇所であるが概して極めて明るい場合が多く，硝子 
様透明の状態であるが，時として，網状を呈し，中
等度の densitzな物質として認め得ることがある。
このものは生態時記於ては液状であった胞状体内容 
が，固定に際して撰集して生じた人工産物であるか
と思考せられる (Fig.4)。 胞状体内部氏貯溜した 
液体成分は，この腺細胞の分泌液と考えられる。依
って，細胞形質の一個所に卵円形に膨大した胞状体 
は此の細胞の分泌頼粒と考えられる (Fig. 4，12， 
13)。 而してその電子密度は非常に低く，概ね硝子
様透明K近い状態κあるのが，顎下腺細胞の特徴と 
思考せられる。 ζの所見は捧臓の Zymogen頼粒
が甚だ高い電子密度を有するものに比し，著しく異
るが，小野江等 (1957)の耳下腺K於ける所見，並
びR.Kurosumi等 (1958)の胃腺主細胞に於ける
所見K類似する。但し内腔の狭い Ergastoplasma
の内容に比較して電子密度の精々高い胞状体即ち分
泌頼粒を屡々認める事はあるが，此のものは分i必位
相lζ関係あるものと考えられる。即ち分泌の初期比
於ては比較的電子密度が高く，分i必位相の進行と共
に電子密度がイ尽くなるものと思考せられる (Fig.
4)。
腺細胞の分泌頼粒の生成機序lζ関しては，電子顕
微鏡的lとも各種の論議のある所である。即ち Weiss
(1953)は Ergastoplasmicsacの内部K物質が貯 
溜して，分泌頼粒が形成されると考えている。叉，
最近 Palade(1956)，Siekcvitzと Palade(1958) 
は彼の所謂 endoplasmicreticulumの Cisternae
(本論文中K記述している Ergastoplasmaの胞状
体K相当すると思考す)の内部に 2乃至 3個の de-
nseな頼粒の存在する事K着目し， 乙れを intrac・
isternal granuleと称し，乙れが Zym.ogengra・ 
nuleと同ーの電子密度を有することと，酵素活性
の問題K於て Zymogen granuleと近似する事か
ら分泌頼粒産生の場所を endoplasm.icreticulum. 
lζ求めた。此処lζ於て余の試料とせる顎下腺細胞で
は胞状体の分泌内容液の電子密度は甚だ低いが，時
に胞状の分泌頼粒の中心部は辺縁部氏比較して和、々 
電子密度高き部分を認める (Fig.4)。 その電子密
度lと於ては問題にならないとしても，一般的形態に
於て， Paladeの言う intracisternal granule R. 
類似するものありと確信する。
以上を綜合するは， Ergastoplasmaの嚢内lと分
泌液が貯溜して胞状体となる事実 K関しては，
Weiss，(1953); Palade， (1 956); Siekevitzと 
Palade (1958)等の意見と余の見解は非常K共通す
る所が多く，彼等に同感の意を表するものである。
最近， Kurosumi，Shibasaki，UchidaとTanaka
(1958)はネズミの胃腺を.電子顕微鏡で観察してい
る。彼等の示したる主細胞は，余の顎下腺疑液細胞
K類似し，極めて明るき分泌頼粒を有するという
が， Kuro8umi等も亦， この明るき分泌頼粒は
Erg加 toplasmaの嚢の内部に分泌物が貯溜膨大し
て生ずると説いている点は余の見解に一致する所が 
多い。
Ergastoplasma R.貯溜せし分泌物の排刊をに 2型
あれその 1型は前述の如く， Ergastoplasmaが
多数の空胞状体，胞状体となり，所謂分泌頼粒の形
態となりたる後，更に内容液が増加すれば，周囲の
膜は遂K破裂して，内容液は細胞形質内に遊離する
R.至る (Fig.13)。斯の如く細胞形質内K遊離せし
分泌液は，拡散現象によりて細胞形質内K間隙を作
りその内を流れて細胞表面K至り，細胞膜を通過し
て腺腔に排出せられるものと思考せられる。
その 2型は，胞状体の内容液が細胞形質内K流出
する迄は同様であるが，その後，細胞形質内に存在 
する大小の不正形の Sinus状の間隙内K貯溜し，
更らに細胞内細管を通して細胞間隙lζ連絡， リンパ
間隙の流れに合流する様に解せられる像が見られる 
(Fig. 1)。
由来，唾液腺は両性分泌腺にして，外分tJD!乙より
唾液を口腔内K排粧すると共K，唾液腺ホルモンを
産生して，淋巴液，血液等に送入するものと信ぜら
れている。従って前記の分泌液排世の機序は前者が
外分泌lζ属し，後者が内分泌lζ属するべきものなる 
ことは疑いを入れない。 
Mitoehondria 
海摂顎下腺細胞の Mitochondriaは概ね楕円形
又は短樗状をなし，稀に円形或は長揮状形のものも
認められるくFig.3，4)。 
一般にその電子密度は，細胞形質に比して梢高
く，暗色に認められるものが多い。その特徴として
Mitochondriaの外周には，明らかなる限界膜存し
周囲の細胞形質と明確l乙境界せられる (Fig.3)。
但し時としてはこの限界膜の一部欠損して Mito・
chondria内の物質と，外囲細胞形質とが，直接に
触接せる像をも認め一ることがある (Fig.2)。 かく
の如き場合には Mitochondriaの内部はやや明る
く見える様K変化し， 内部構造体(後述する所謂 
Cristae mitochondriales)も数少くなり，恰かも
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Mitochondriaは崩壊過程を示すものならんかと思 の所謂森田(1958)の A-物質lζ他ならずと思考す
われるものである (Fig.3. 13)。 、 るものである。 
Mitochondriaの内部には毎常多数の紐状物体が 余は叉 Mitochondria内部の紐状物，即ち所謂
認められるのを常とする。即ち多くの場合互ι平行 CristaE.! mitochondrialesは S-Mikrosomenの
に並びて縞模様を現出するものである (Fig.10)o 念珠状連鎖lとよりて形成されるものなりと観察す。 
ζれは即ち， Palade (1952)の所謂 rCri8tae mi t- 而して互lζ連続せる S・Mikro8omenの聞に於て， 
ochondriales j rc.相当するものであるが， Cristae 相接する境界の融合消失する事 lζ よりて， 2個の
は必ずしも平行に並ぶものと限らず，時として不規 S-Mikro80menは融合を来し，細長き管腔状 Cri-
則lζ迂曲することあり，叉，平行排列をとる場合rc. staι! mitochondrialesの部分に発達するものなり
ありても，その走向は種々であり，や〉長い揮状 と解釈される。 
Mitochondria rc.於て，長軸に対して横位lと並ぷも 叉 Ergastoplasmaの発生K於て詳述する如く，
の，縦位に走るもの，及び斜K位置するもの等種々 Mi tochondr ia内に於ても Mikrosomen及び Mi-
あれ長棒状を示す Mitochondria p::，於ては斜K krosomen連絡糸が縦裂を起し二分しつ〉その数
位置するもの最も多し。又同ーの Mitochondria を増加する事もあるものと思考する。叉 Mikroso‘
内に於ても Cristaeの走行が区々なる場合も存在 men頼粒殊K Mitochondriaの限界膜に属する
する (Fig.10)0 S-mikrosomenが Mitochondria内部え分裂増 
Cristae mitochondriales とは多くは大小の結 加，成長する事によりて Cristaeが生成される。
節部を有する櫛状排列物体にして，屡々その中心部 但し Ergastoplasmaの胞状体内部には分泌液の貯
は明るぐ管状をなして認められるものである (Fig. 溜を来すととあるは明らかなれども， Mitochond闘 
3，10，13)。叉屡々 ， Cristaeが胞状頼粒の連続集 ria K於ては， ζれに類して分泌物を産生すると思
合体として認められる場合あり，又か〉る小胞が連 われる像K接せず，只余は Mitochondriaの内部
続せずして，個々独立せる小胞体として認められる 構造が自家融解lとよりて，崩壊する退化的現象を認
場合あり (Fig.3)。 余は上記の如き Mitochond- め(Fig.1)。且つ後述する諸種の実験Kより Mito-
ria内部に介在する小胞は細胞形質に於ける S占1i- chondria自体が変化する事より考えて， Mitocho四 
krosom.en K形態上全く一致するものであると考 ndriaなるものは永久不変の器官ではなし細胞の
えるものである。 機能状態の変化に伴って種々変化する性質を有する
即ち， Mitochondriaはその内部K.S-Mikroso・ ものであると思考する。 
menを包含すること最も多きものである。但し C・ 要する K Mitochondriaなるものは多量の A句 
Mikrosomenも亦， Mi tochondria内に存在する 物質を伴う Mikrosomen集団が，特殊なる独立せ
を発見す (Fig.3)。上記の如ぐ Mikrosomen頼 る限界膜lとよって包まれて始めて生成されたものと
粒はその周辺K A-物質を伴うものなるが， Mitoc- 解釈される。 
hondria内応於ても例外に非ず， Mi tochondriaは 市して， 乙の Mitochondriaなるものはー方に
その内部(rMikrosomenを含有すると同時rc.A- 於て新生きれ，一方K於ては崩壊現象を起し，常に
物質をも多量に含有するものである。 細胞機能花関係して新陳代謝されるものと思考す 
Mitochondria内部が屡々周囲の細胞形質に比較 る。但し Mitochondriaの真の使命K就ては形態
して，電子密度が高く，暗色を呈するは，多くは， 学的に解決する事は困難であると考えられる。
この多量lζ存在する A剛物質lζ基因するものと思考 実験結果
する (Fig.4)。即ち， A-物質の多少によりて，暗黒 顎下腺細胞の細胞形質諸構造の分泌機能K対する
の:M;itochondriaと明調K見える Mitochondria 意義は，単に常態細胞の形態を観察することにょっ
との二種類K判別する ζとが出来る。 ても，その一半は窺知し得るものであるが、解釈の 
Palade (1952)は Mitochondria内の無構造均 正確を期せんがため，余は諸種の実験的操作の結果
質性物質を fMitochondrialmatrixjと呼称した。 招来せられたと思わるる細胞形態の変化を電子顕微
余の見解を以てすれば fMitochondrialmatrixj 鏡花よって観察比較した。
と呼称されるものは， Mitochondria rc.特有なる物 余の行った実験は飢餓，アトロピン，ピロカJレピ
質に非ずして，細胞形質内lとも普遍的lζ存在する所 ン及びアドレナリンの注射である。
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海摂を 4~7 日間完全絶食を行い，飢餓l乙陥らし
めた後，顎下腺細胞を観察するに，常態に比し細胞 
形質の一般電子密度が甚だしく低下し，一見水様透
明に認められる部位多くその聞に少数の Mikroso-
men塊が不規則斑紋状K点在する (Fig. 6，7)。 
Mikrosomenの数は明らかに常態K比し減少し， 
A-物質も亦少量となる。 Ergastoplasmaは殆んど 
認められず，僅かに少数の小型胞状の Ergastopla-
smaが点在するととあれども (Fig.6)。正常時若 
しくは，アドレナリン又はピロカルピン注射時の如 
き lamellae様をなす Ergastoplasmaを認めたる 
乙となし。かくの如き変化は， Mikrosomen並び 
f<:Ergastoplasmaの発達が個体の栄養状態lとより 
大いに左右せらるることを示すものと思われ，同様
の所見は Weiss (1953)により捧腺細胞に於て，
Bernhardと Rouil1er (1956) 1<:より肝細胞に於
て観察せられているが，唾液腺細胞に関する飢餓実
験の詳報は未だない。 
Ber.1I町工口叶 
basophi1ia dεeereases sharply if not totally 
after a few day's starvation. This is accom-
panied by a diminution or a disappearance 
of the ergastop1asm. . 
余の得た所見は顎下腺細胞も亦例外にもれず，先
人の所見と同種の変化を来す ζとを立証し得たもの
と思う。 Ergastoplasmaの減量は， Mikrosomen 
の減少に基く二次的変化， 即ち， Ergastoplasma 
を形成すべき原基となる Mikrosomen並びにこれ
に附随する A-物質の不足K因するものならん ζ'と 
は勿論なれども，他方一次的1<:Ergastoplasmaの
崩壊減少する機点も亦存するものと思われる。分泌
物を貯溜する胞状体lζ至つては飢餓動物にあって
は，全くこれを認むること能わず，分泌機能の完全
停止と思われる状態なり。
飢餓動物の腺細胞lとみらるる Mikrosomenは，
多くは不規則形の集団塊をなして少量の A-物質と
共に存在し (Fig. 7)，又は細長くのびて念珠状糸
を形成するものもある (Fig.6，7)，Mitochondria 
は常態lζ比し明らかにその数少く，屡々細胞周辺部 
に位置して，その形は樗状のもの多し (Fig.6)。
個々の Mitochondriaの大きさは常態よりも明ら
かに小さく，内部電子密度高く，一見萎縮せりとの
感を抱かしめる。 Cristaemitochondrialesは密
に存在するが， ζの場合の Mitochondria全体の
大きさより考えて Cristaeが増数したと考えるよ
りは，寧ろ Mitochondriaが萎縮じたため既存の
Cristaeが密に存在するようになったと考えられ
る。
Bernhard と Rouiller(1956)は飢餓時の肝細
胞の Mitochondriaは腫大しているというが余の
実験例Kあってはか〉る現象を認めたることなし。 
Bernhard and Rouiller (1956) …・リ The ani-
mals in our experiments were in a bad state 
after 5 days of starvation and most of their 
hepatie cel1s had last their ergastoplasm. Al1 
their mitochondria were swollen， showing 
typical aspect of the "c1oudy swelling" desc-
ribed by gansler and Roui1ler. 
かくの如く，重篤な飢餓K陥り， Ergastoplasma 
が完全消失した時期lζあっても少数ながら Mikro・ 
somenが存在し，且つ高度の萎縮変形を伴いつ》
も尚 Mitochondriaが残存する乙とは注目比価す
る。即ち Mitochondriaは新生消失を経て新陳代
謝すべきものにして，細胞の恒久的器官 (Perman-
entorgan)とは考えられない ζとは， 前述した所
であるが，飢餓応対して Ergastoplasmaよりは
抵抗強く，余の観察したる限り如何なる状態の細胞
にも存するものなることが判明した。 乙れに反し 
Ergastoplasmaは極めて labi1の構造にして，
後述する薬物注射実験の結果によっても明示せられ
る如く，細胞の機能と栄養状態Kよって容易に増
減し，甚だしきは全く消失する乙ともある。即ち 
Ergastoplasmaは細胞の二次的器官であり，飢餓
の影響の最も少き Mikrosomenは一次的器官で
あって， Ergastoplasmaは Mikrosomenより生
ずるものなることが示唆せーられる。
次にアドレナリン注射後 30分にして固定せる材
料を鏡検するに，本薬剤が交感神経を刺激し，唾液
の分泌を充進せしめる事実は，既に周知の所なる
が，かくの如き機能充進を裏書きする如く，細胞内
に甚だしく良好に発達せる Ergastoplasmaと分泌
物を含める胞状体が認められる (Fig.8)0 Ergast・
oplasmaは細長き嚢が多数平行に排列して lamel司
laeを形成することが著明である (Fig.9，10，11)。
細長き Ergastoplasmaの一端は膨大して胞状を
なし，叉その附近K円形の断面を示す大型の胞状体
を多数認む (Fig，8)。 この胞状体の内容が分泌物
ならん ζとは， ζの材料を採取せる直前K動物が盛
に流誕せるを以てほ Y確実であろう。
アドレナリン注射時には， Ergastoplasma外の
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遊離の Mikrosomenは寧ろ減少す (Fig.10，11)。
乙れは，おそらく薬物の刺激によって Mikrosom-
enが急激1(.Ergastoplasmaへ移行せるための減 
少ならんと思われる。 Metochondriaはや〉膨大
して形態大となり，表面に凹凸多く不整形となり，
常態にありて認められたる如き規則正しき棒状或
は楕円形 Mitochondriaは少い (Fig. 10，11)0 
Mitochondria内部には所々明るく空虚な斑点を生
ずる。 Cristae mitochondrialesがや〉膨大して
胞状をなす所も認められる (Fig. 26，27)。 かく
の如き Mitochondria内に生ずる明るき斑点が甚
だしく広範聞に亘る場合ありて，甚だしき時は， 
Mitochondriaの一部が風船状に膨大して内部に僅
かの Cristaeを残すのみなる場合あり。叉かくの
如きものが破裂した残りかと思わるる例ありて，
Mitochondria限界膜の一部Iζ欠損部を認める乙と
あり。 とれ等の諸例はいずれも Mitochondriaの
崩壊過程を示すものに非ずやと思わる。しかしなが
ら崩壊せる Mitochondria内容物が分泌物へ変ず
るとの考えを妥当ならしめる程多くは ζの現象は認
められない。 
ピロカルピンは周知の如く，副交感神経興奮剤花
して，乙れ亦唾液分泌を充進せしむ。該薬剤を注射 
後約30分』として固定したる顎下腺を検するに， そ
の変化はアドレナリン注射時比類似すれども，アド
レナリンよりも更に著明な変化を来すものの如し。
即ち lamellaeの形をとる Ergastoplasmaは極
めて発達良好にして，渦紋状乃至並行線状lと並び
(Fig. 12，13)。個々の嚢の末端が肥大して胞状体 
を形成する (Fig. 14)。更に極めて多数の大型胞状
体が細胞のー側(腺腔に近き側)に集合し，互に相
接し，接触面は屡々境界膜を失って相互lと融合する
ものが認められる (Fig.12，13)。かくの如き胞状体
は前述せし如く，本細胞の分泌頼粒l乙相当するもの
と思われ，胞状体内容は分泌物ならんと思われる。 
被験動物の肉眼的観察lζ於て，流誕の充進を認むる 
時期比採取した標本lζ於て明らかに胞状体を多数認 
むる事実はこの物体が分泌物を含むものならんこと
を強く示唆するものである。
アドレナリンとピロカルピンの両者を使用するに
共lζ流誕甚だしく，典型的なる分泌の充進を起し，
その ErgastoplasmaIr.関する所見はほぼ同ーにし
て， Ergastoplasmaは粗大となり，膜，頼粒共に
電子密度大となり，且つ肥大する。 Ergastoplasma
嚢内の内陸も亦大となり，内容貯溜液も増加する。
而して同時K常態K比し遊離の Mikrosomenの減
少せるを認め， 既存の Mikrosomenの大部分が 
Ergastoplasma IL変じ， Mikrosomenの増殖未
だ及ばざるの時期かと思考せられる。ピロカルピシ
注射時の Mitochondr iaはアドレナリン注射時に
比して更に不整形である (Fig.13，14，15)。即ち
"Mitochondriaの輪廓は著しく凹凸不平となり，甚 
だしきものは金米糖状をなす。内部の電子密度は
むしろ上昇し， Cristae mitochondrialesは密在
，す。か〉る形態は Mitochondriaの萎縮を思わせる 
(Fig. 15)。 分泌充進時 iとおこるかくの如き変化よ
り考えて，分泌頼粒が Mitochondriaより生ずる
となす説 (Chal1iceと Lacy (1954)) には同意し
難い。

最後にアトロピン注射時の変化を記述する。アト
 
ロピンは副交感神経麻痔剤にして唾液の分泌を抑制
することは広く知られる所である。該薬物注射後の
標本を観察すれば，明らかに腺細胞の分泌機能の抑
制せられたるを暗示する所見に接する。
細胞の概観は飢餓時の腺細胞にや〉類似す，即ち
Ergastoplasma は著明に減少し， lamellae様の
形態は全く認められない (Fig，20，21)。既存の分
i必頼粒(大型胞状体〉の境界膜は殆んどすべて消失
して，内容が細胞形質と混和せり (Fig.20)。細胞
形質の電子密度は一般に低下し，明るき部分の聞に
塊状をなす Mikrosomen集団が散在する (Fig.・ 
19)0 Mitochondriaは常態に比し，殆んど変らざ
るか，或は少しく萎縮せる如く認められる (Fig. 
19，20，21)。上述の諸変化の中，最も著明なるも
のは Ergastoplasmaの消失退化である。分泌抑
制時における， かくの如き変化は Ergastoplasma
が顎下腺竣液細胞の分泌機能lと極めて密接なる関係、
を有する一証左ならんと思われる。
これを要するに上述せる諸種実験の結果，余は，
Mikrosomenと A-物質が，膜状lζ変化して Er-
gastoplasmaを形成し， Am-膜嚢状の Ergasto-
plasmaの内部l乙分泌物が貯溜して分泌頼粒を形成
するとなす余の仮説を更に一段と強固ならしむるを
得たものと考える。
排 j世管
海狽顎下腺の排世管上皮細胞を電子顕微鏡で観察
すると，終末部の腺細胞とは可成り異った形態を有
する事実が発見される。即ち排世管上皮細胞は高円
柱上皮lとして，細胞形質の電子密度は腺細胞lζ比し
低く，遊離の状態に存する Mikrosomenの数は
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比較的僅少である o Ergastoplasmaの発達は，腺 分泌現象の行わるるものならんと思考せらる。屡
細胞に比べて著しく低調であって， lamellae様排 々，上皮細胞に接して，管腔内に不定形の胞状体を
列をなし，或は渦紋状に認められるが如き Ergast・ 認め，その内部構造は，前述せる半球状突出部の内 
oplasmaは全く発見出来ない。た Y少数の嚢状の 部構造lと類似し，或はそれよりや〉低き電子密度を 
Ergastoplasmaが細胞形質内K散在するのみであ 有す。かくの如き物体は恐らく上皮細胞突起の離断
り，その嚢の形態は一般に小型で球状叉は不整球状 せられたるものならんと思考せらる CFig.25)。
を呈する (Fig.22，23)。ζれに反し， Mitochnon- 排世管上皮細胞の細胞膜は諸所に於て，極めて特 
driaの発達は腺細胞よりも寧ろ良好であり，平行 異なる構造を示す。即ち隣接せる上皮細胞の細胞境
櫛状K排列する Cristaemitochondrialesを多量 界は二重膜をなし，これが甚だしく複雑に屈曲する
に含む Mitochondriaを多数に認め， その外形は 走行を呈して，隣接両細胞の細胞形質は互に複雑な
多くは球形叉は楕円形であり，稀lζ長樗状形のもの る入り組を生ずる (Fig.22，24)。
も認められる。かくの如く，排世管上皮細胞に於て かくの如き状態は Weiss (1955) が十二指腸粘 
Ergastoplasmaの発達悪く， Mitochondriaが多 膜上皮K於て interdigitationと称せるものに相当
数に含有せらるる事実は， Ciaccio或は Sjovall回 するものと思考す。
定後 Heidenhain鉄ヘマトキシリン染色を施した 更に基底膜 (Basalmembran) K接する基底面の
るパラフィン切片の光学顕微鏡花よる観察によって 細胞膜は二重のヒダを形成して細胞形質内民訴入
も明らかに認め得る所である。即ちとれらの光学顕 す。かかる構造は Pease (1956) により，顎下腺
微鏡標本を観察するに，排世管上皮は一般にへマト の排世管上皮lζ於て発見せられたるもので，余の所
キシリンK難染性の明るき細胞形質を有し，その中 見も一致せり。 
l乙多数の頼粒状又は梓状のへマトキシリンに濃染す 隣接する上皮細胞間の細胞膜lとして，著しき入り
る Mitochondriaの存在する封忍む。 組み(interdigitation)を示さざる所に於ては，屡
排世管上皮細胞の管陸側細胞形質には多数の小頼 々多数の電子密度高き所を認むることあり。乙れは
粒の集積せるを認める (Fig.22，23)。乙の頼粒は 二重膜をなす細胞膜が小範囲に亘って電子密度を増 
Mitochondriaより毎常小型にして，概ね Mitoc- 加し，二枚の暗き膜の聞に明るき間隙を有す。市し 
hondriaの 1/2---1/4の大きさである。然しなが てこの暗き二枚の膜の両側lζは暗色の物質集合し
ら， S-Mikrosomenよりは大型なるを常とす，大 て，その境界はゃう不明瞭なり (Fig.23，24)。か
体球形の形態を示すも，時として不整形の ζ とあ くの如き細胞境界に於ける特殊なる構造物は Selby 
り，且つ，電子密度大にして暗色に認められる。か (1955)の謂う desmosomeK極めて酷似する。
くの如き頼粒は，恐らく，本細胞の分泌物ならんと 顎下腺排j世管の上皮lζ 見られる desmosome様
思考され，排出:管上皮と雄も，単lζ終末部腺細胞の 構造物は，上皮細胞の管腔側細胞境界化多く出現
分泌物を誘導排世するのみならず，自らも亦分泌の し，短い間隔を距てて，多数民断続して出現するも
機能を有するものなりと思考せられる。市して，そ のなり。市してこの部分には interdig廿ationは著
の分泌機能は終末部 (Endstuck) の腺細胞に比較 明ならず，後者は細胞境界の下部(基底部)K多く
すれば，甚しく薄弱にして，言うに足りぬものであ 出現するを以て特徴となす。
る。 Desmosome様構造物と interdigitationは共
更に時として排世管上皮細胞は，アポクリン分泌 に上皮細胞相互間の結合を強固ならしむるに有効な
をなすが如き像と思考せらるるものあり。即ち，排 る構造ならんと思考せらるるものなり。
世管上皮細胞の管腔側表面が円蓋状K膨出すること
あり，かくの如き突起の内部は半球状lζ電子密度低
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く，概ね均質性無構造lζ認めらるる部分なれこれ 海摂顎下腺細胞を正常状態及び各種実験操作後，
に接して，その下方に存する細胞形質内には前記の オスミウム酸固定超薄切片となして，電子顕微鏡l乙
暗色頼粒の集積を認める (Fig.25)。即ち，かくの より観察し次の結果を得た。
如き頼粒の溶解さるるや，水様透明の物質を生じ， 1) Mikrosomen は細胞形質K存在する微細頼
乙れが細胞先端部に集合膨出するものと思われ， ζ 粒にして，分離散在する場合もあれど， 多くは塊
の膨出部の離断せらるるや，所謂アポクリン形式の 状，叉は念珠状l乙集団して存在する。
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2) Mikrosomenは形態的特徴Iとより C-Mik- 質内 l乙多量に存在するものであると思う。 
rosomen と s-Mikrosomenの 2種花区別する  10) Mitochondriaの限界膜と所謂 CristaeMi・
ととを得， 前者は極めて微細にして数 mμ の大き tochondrialesとは夫々類似した物質的要素を有す
きを有し電子密度大なり，之K反して，後者はや〉 るものである。即ち A-物質を伴う Mikrosomen
大型にして数十 mμ のもの多く，電子密度は前者 集団が先ず特殊なる独立せる限界膜として成立する
に比して低く明るく見える。 ζとlζ依り，後lと発達する Cristaemitochondri-
3) Mikrosomenの周囲には C，S両型の何れ alesが包まれて生成されるものと解釈する。いず
の場合lとありても電子密度梢高き不透過性の物質存 れも Mikrosomenが重要なる構成要素として役
す。即ち森田(1958) K依って名付けられた A輔物 立つものである。
質の存在を認める ζとが特徴である。 11) 所謂  Cristaemitochondrialesは Mitoc同 
4) Mikrosomenは細胞の機能状態と成長K伴 hondria K属する βMikrosomenが分裂増殖し，
い増数すると思われ，その増数は Mikrosomenの 互に連って念珠状紐状連鎖を作り，時として互に
分裂によって行われるものの如し，即ち， Mikros- 連結せるものの聞に融合を来して，管腔状と化し  
omen I[は分裂増加の能力ありと思われる。但し Cristae mitochondriales をなすに至ることある 
A-物質内に随時化生することも信ぜられる b を認める。 
5) Ergastoplasmaは電子密度高き物質lとより 12) 上述の経過を経て新生されたる Mitochond-
形成せられる膜状物が，明るき内腔を包んで嚢状を riaは次比内部構造の崩壊を来して，退化消失の運
なすものである。乙の嚢は大小種々あり，規則正し 命に至ることあり，即ち Mitochondriaは永久不
き球形をなすことあれど，叉甚しく不規則形をなす 変の細胞内構造物lζ非ずして，一方に於て新生きれ
乙とあり，叉多数並列して長く伸び，所謂 .lamell- ると共1[，他方崩壊消槌に陥るものあり，細胞機能 
ae状をなす場合も認められる。 に関係して新陳代謝せらるるものと思考せられる。 
6) Ergastoplasmaの膜状物は内部に Mikros咽 13) 飢餓実験に於て Mikrosomen及び A-物 
omenを含有する A-物質によって形成せられ， 質は著しく減少し， Ergastoplasmaはその発生が 
Mikrosomenは膜内に包埋せられる場合と，膜の 阻害されて，特に胞状体の発生は全く見られず，細
外面に露出する場合とあり。かくの如き膜は，森田 胞形質は透明な水様液様l乙化するが認められる。但 
(1958)により唱導されたる Am-膜 l乙他ならざる し此の際 Mitochondriaは萎縮してはいるが，完
ものである。 Sjδstrand(1956)α-cytomenbrane 全に消失するに至ることはない。
或は Palade (1955)の roughsurfaced endpla- 14) アドレナリン注射，ピロカルピン注射の場合 
smic reticulum は Am-膜の 1状態を示すものに は概ね上記飢餓実験の場合と反対の結果を招来す
過ぎずと考えられる。 る占 Mikrosomenはや〉減少するが， El'gastopl・ 
7) Ergastoplasmaの内陸は， その貯溜液が溜 asmaの発達は一般lζ極めて良好にして，大型胞状
って胞状体と化し，之が本細胞の分泌頼粒に他なら 体が発生しているものが多い。
ずと考えられるものである。 アドレナリン注射時は Mitochondriaは不整形 
8) Ergastoplasmaの内容貯溜液は 2通りの分 に膨大して，電子密度は低下し， Mitochondriaの
泌をなす。一つは内分泌作用をなすと考えられるも 崩壊像と思われるものを認める。
ので， Ergastoplasmaの膜が破れて， その内容液 ピロカルピン注射時には Mitochondriaの不整
は細胞原形質lζ存在する大小の不正形の Sinus状 形は更に甚だしく，内部の電子密度はむしろ高いも
の間隙内氏貯溜し，細胞形質内細隙を作りて細胞聞 のが多い。
は甚Ergastoplasmaアトロピン注射後は15)リンパ間隙の流れに合流するものであると至り，l除、
と考える。他の方法は細胞境界破裂により分泌液が しく退化消失し，分泌物を容れる大型胞状体(分泌
腺腔内に諺出するもので，即ち外分泌をなすもので 頼粒)は破壊して内容が細胞形質と混和する。 Mit・
あると解釈する。 ochondriaは著変がないか， 或は少しく萎縮せる 
9) Paladeの謂う Mitochondrial matr・ixは ものを認む。
森田(1958)の A-物質と同意義のものであるが， 16) 以上の実験操作の結果， Ergastoplasmaは 
Mitochondria K特有なるものに非ずして，細胞形 顎下腺細胞の分注機能と極めて密接な関係を有し，
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その嚢内iと分泌物を含んで膨大し，所謂分泌頼粒iと
変ずる ζと，叉 Ergastoplasmaの発生は Mikr-
osomenと A-物質の合したる膜状化現象 (Am・
膜)によりて形成せられ，飢餓及びアトロピン注射
によりて阻害せられる ζとが判明した。 
17; 顎下腺排、世管上皮細胞は，終末部腺細胞lζ比
較すれば，細胞形質の電子密度低く， Ergastopla-
smaの発達悪し。之に反し Mitochondriaは多数
認められる。 
18) 排世管上皮細胞は腺細胞に比し微弱ながら，
分泌機能を有するものと思考される。即ち，上皮細
胞の管腔側lζ分泌物と覚しき小型暗色頼粒の集積せ 
るを認め，且つ管腔lζ面する表面が円蓋状に膨出 
し，時として， その部分の離断を思わせる像 lζ 接 
し，アポクリン性分泌の存在が示唆せられると思考
する。 
19) 排世管上皮細胞の細胞膜には特殊の形態が認
められる。即ち，隣接する上皮細胞間の細胞膜は管
陸側では多数の desmosome様構造を備え，基底
側では著明な interdig廿ationを示す。基底面の
細胞膜は屡々細胞形質内に鱗入して infoldingを
形成す。 
摘筆するに当り終始御懇切なる御指導及び御校閲 
を戴いた思師森田教授に心から深謝すると共に御協 
力を戴いた教室員各位に感謝の意を表します。
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ndria (Mt)の内部構造は一部消失して明るく，限
界膜に破口を生じ Mitochondriaの崩壊像ならん
567. 1955. ，1 1.Cyto
49) Palade，G，E. : J. Biophys. Biochem. あり (S)，細胞間隙と交通あふ'分泌物の排世路を
Cytol，2，417. 1956. 示唆する(矢印〉。 
50) Palade，G. E.: J. Biophys. Biochem. Fig 2. 平常時状態の顎下腺細胞。二個の腺細胞の
と思われる。細胞形質内rcSinus様の明るき部分
Suppl 85. 1956. ，2 1.Cyto
51) Palade，G. E. & K. R. Porter: Anat. oplasma (E1)は内腔が胞状に拡張し，多数の小胞 
Rec; 112，370. 1952. 状体を発生せり。之に反し，他方の腺細胞の Erga・ 
52) Palade，G. E. & P. Siekevitz: J. Biop- stoplasma (E2)は極めて密に並列する Lamellae 
hys. Biochem. Cytol.2，671. 1956. 状を作る。内陸の拡張は殆んど見られなし1。かくの 
53) Pease. D. C: J. Biophys. Biochim. Cyto 如き差異は隣接せる両細胞間応分泌位相の差異ある 1. 
2，Suppl.203. 1956. ためならんと思われる。右側の細胞には，大型空胞 
互に隣接せる部分を示し，一方の腺細胞の Ergast-
mikr. Anat. u，ArchE.:，1Iuger54) P ・-Ent， 状物体あり， そのもの〉限界膜には一部欠損部あ 
wicklungsmech，5，199. 1869. り(V)。
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分泌物の貯溜せし空胞の開破により分泌物の嚢外
細胞形質内への流出を示唆する。
Fig. 3. 平常時状態の顎下腺細胞の一部分。 Erga-
stoplasmaは層状K排列する。その膜 (Am-膜〉
は所により C-Mikrosomenが濃染肥大露出せる如 
き部分と露出せざる部分とあり，斯かる後の場合lに乙
は S-Mikros 印n多く混在するを認認、む。細膜形質叩ome
内lにとはや〉大型な S
離れて存在せるものと短き念珠状糸を形成集合せ1<:.ζ
るもののMk)とあり。図の上方K多数民見らる 
る空胞状物体は分泌物を容るる胞状体 (V)にして， 
形状小なるものの多くはその内容電子密度高く，分
~\位相の進行と共に内容が密度低く，明るく見える 
様lと変化す。 
Fig.4. 平常時状態の顎下腺細胞の一部。 Ergast-
oplasma (E)及び Mitochondria (Mt) I乙より
占められざる細胞形質内lζ極めて多数の微細頼粒即
ち C-Mikrosomen存在し，念珠状糸を現わす所
多し。 Mikrosomen より成る念珠状糸が Erga-
stoplasma R連結せる所(矢印〉を認む。 Mitoch-
ondria内部に Cristaemitochondrialesと Mi-
krosomenの念珠状糸あり。 
Fig. 5. 平常時状態の顎下腺細胞の一部。 Ergast-
oplasmaの胞状体 (E)は甚しく膨張肥大し，内部 
は電子密度低き物質より成る， Ergastoplasma外
の細胞形質は細長き紐状となり，複雑なる網状を形
成する。
Fig.6. 飢餓時の顎下腺細胞。細胞形質は甚だしく 
電子密度の低下を来たし，水様透明の観を呈す。
Ergastoplasmaの Lamel1ae様排列は全く認めら 
れず，多少の球形又は不整形の小型胞状の Ergast-
opla田na(E)あるのみなり。その他，平常時に比
較して少数の Mikrosomenが念珠状或は塊状体を 
形成す (MK)o Mitochonch・ia(Mt)は細く， 且 
つ電子密度増大して萎縮の感を与え発育度悪し。
Fig.7. 飢餓時顎下腺細胞の一部。中央児腺腔あ
外の細胞形質lζは S及び C-Mikrosomenの念珠
状排列 (SMk及び CMk) を認める， しかしなが 
ら Mikrosomenの数は平常時よりも減少してい 
る。
Fig. 9. アドレナリン注射後の顎下腺細胞の強拡
大像。 Mik】王1'ゆ叩omenの塊状集合体 (M乱0 Mめ)及び念αos
珠状糸 (MB 配rg坑to ζ連結あ町)と E伊as句plasmaとの間!c 
Fig. 10. アドレナリン注射後の顎下腺細胞の Mi・
tochondria (Mt)の強拡大像。 Cristaemitocho・
ndrialesは必ずしも互に平行に排列せず， Cristae 
の一部胞状K膨大せる所あり(矢印)0Mitochond-
ria内に明るき斑点の出現 (MA)をみる。
Fig. 11. アドレナリン注射後の腺細胞の一部。 
Ergastoplasma嚢は種々なる程度に膨大拡張し， 
細胞形質が紐状K圧平せられ網状K認められる。図
の中央に甚だ大なる空胞状物 (V)あるは分泌物の
貯溜せる Ergastoplasma胞の拡大せるものなれ
Fig. 12. ピロカルピン注射後の腺細胞。 N は核， 
細胞基底部K甚だ良好なる発達を示す Ergastopla-
sma (E)ありて， Lamellae状を呈し，恰かも指
紋の如き観を成す。分離せる小空胞状の Ergasto-
plasma胞が点在する。
図の上方には極めて多数の大型胞状体 (V)充満
せれとの胞状体の内容は腺細胞の分泌物ならんと
思考さる。 Mitochondria(Mt)は細長く電子密度
大なるもの多し。 
Fig. 13. ピロカルピン注射後の腺細胞。層状iζ排
列せる Ergastoplasma(E)著明なり。 Mitocho・ 
ndria (Mt)は形態不規則となり，限界膜の一部不
明瞭なる所あり。右方の大空胞状体 (V) は分泌物 
を容れるものである。
Fig. 14. ピロカルピン注射後の腺細胞の一部。
Mitochondria (Mt)は外形の不整を来せるのみな
らず，内部の Cristaemitochondrialesも甚だし 
く不規則な排列を示す。 Ergastoplasma(E)は層
り，左右の腺細胞より指状突起 (Microvi1li. MV) 状に排列するが，個々の胞の未端は肥大して，その
突出せり。細胞形質の電子密度低く，塊状或は念
珠状をなす。 S及び C-Mikrosomen(SMk及び 
CMk)多数を認める。 Mitochondrla(Mt) の数 
を全く認めず。Ergastoplasma"¥は少~ 0 
Fig. 8. アドレナリン注射後の顎下腺細胞。 Erga-
stoplasma (E)の層状排列 (Lamellae)著明lζし 
て，個々の Ergastoplasmaは処々 K膨大陸を有
し， 内部κ分泌物の貯溜を見る。 Ergastoplasma 
内部に分泌物の貯溜増加しつつある像を示す。
Fig二15. ピロカルピン注射後の腺細胞。 Mitocho・ 
ndria (Mt)の不整変形甚だし，矢印の示す所では 
Mitochondr ia内部氏空胞の出現をみる， Mitoch-
ondriaの退化変性を示唆する像なり。 
Fig. 16. 17. ピロカルピン注射後の腺細胞。不整
形の Ergastoplasma (E) あり。 Mitochondria
(Mめには Cristaeの消失をみる。
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Fig. 18. ピロカルピン注射後の排世管上皮細胞。
Infolbing は複雑?と迂曲せり。
Fig. 19. アトロピン注射後の顎下腺細胞， 分泌物
を入れる胞状体は全く認められず， Mitochondria 
(Mt)は不整形のもの多く，萎縮せり。少量の Er-
gastoplasma (E)を認むるに過ぎず。 
アトロピン注射後の顎下腺細胞。細 1. Fig. 20. 2
胞形質の電子密度は甚しく低下し，少数の Mikro・ 
someが念珠状に排列せるを見る(矢印)0 Mitoc-
hondria (Mt)は細く，且つ電子密度大で、萎縮の感
が強t'o 
Fig. 2. 顎下腺俳1fIt管上皮細胞。腺細胞に比し， 
Mitochondriaの量多く， Ergastoplasma (E)の
発達悪く，小なる胞状体が少数散在するに過ぎな
い。管腔に向う細胞先端部氏は，多数の電子密度大
なる小頼粒 (G) あり，恐らく， この上皮細胞の 
Mikrosomenの肥大せる頼粒lとして分泌頼粒なり
と信ずるものなり。細胞の基底部陀は細胞膜の陥入 
(IF)を認め，隣接する細胞聞の境界は甚しき入り
組みを示す (ID)。 
Fig. 23. 排世管上皮細胞。 Mitochondria (Mt) 
は球形乃至楕円形 lとして， よく発達せる Cristae
を含む，隣接する 2個の上皮細胞の境界面には極め
て多数の desmosome様構造 (D)を認む。 
Fig. 24. 排粧管上皮細胞。隣接細胞膜は著明な入
り組み(ID)をなし，入り組みの甚しからざる所k 
desmosome様構造 (D)を認める。 
Fig. 25. 排世管上皮細胞。管路面の細胞膜は管腔
内iζ円蓋状l乙突出し，その突出部の内容は，殆んど 
無構造lとして， 甚だ電子密度が低い(矢印)。 この 
構造は排世管上皮がアポクリン性分泌を行うものと
推定される。明るき突出部の下には電子密度高き小 
頼粒 (G)が多数集合している。 
第 7章附 図
附図中の略字解 
CMk C-Mikrosomen. 

Cr. Mt Cristae mitochondriales. 

D Desmosom. 

E Ergastoplasma. (El.E2) 

G Granula. 

ICR Inter cerllar raum. 

1.D Interdigitation. 
1.F Infolding. 
L.m Limiting menbran. 

MA Mitochondriaの明るい部分 
  
Mt Mitochondria 

M. B Mikrosomenの連絡糸 
M. K Mikrosomen. 
M. M Mikrosomenの塊状集体 
M. V Microvilli 
N 核
 
S Sinus様の部分 
  
SMk S 

V 分泌巨必bb、空胞
i
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